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上磯中学校教育目標 
☆考える生徒   ☆心の豊かな生徒 

   ☆根気づよい生徒 ☆健康な生徒 
 

上磯中学校通信 令和 5年 11月 27日（月）発行 

「１２月を目の前にして」 

      北斗市立上磯中学校長  浦田 慎一 
 
 １２月が間近に迫り、令和５年も残りわずかとなっ
てきました。秋の深まりというより、冬の到来を感じ
る季節となりました。学校では、インフルエンザとコ
ロナ感染の拡大防止に取り組んでいるところです。保
護者・地域の皆様におかれましては体調にお変わりあ
りませんでしょうか。 
 さて、先日の７日に、３年生の保護者の皆様に向け
て進路説明会を開かせていただきました。天候が思わ
しくない中、たくさんのご参加をいただきまして、大
変ありがとうございました。説明会の中で話をさせて
いただいたのですが、高校受験が大きく変化してきて
います。昨年からの導入ですが、公立高校の学校推薦
がなくなり、すべて自己推薦という形になりました。
それに加えて、今年度から私立高校で願書の提出や手
続きが各家庭で行う、Ｗｅｂ出願が導入されました。 
各家庭でのパソコンやスマホでの対応となります。こ
れは今後、私立高校で積極的に導入が進められること
になるだろうと思われます。 
 さらに、上磯中学校ではスポーツ・文化活動推薦を
やめました。広く機会を与えてあげたいのと、特性を
生かしてほしいという観点から、高校の基準に見合っ
ていて、本人の希望があれば高校にお任せしていくこ
ととしました。そのかわり、今年度より推薦ではなく、
スポーツ・文化活動進学と名称を変えさせていただき
ました。大きな変化でありますが、受検であること、
進路選択であることに変わりはありません。 
 １１月後半からは、２・３年生の三者面談、１年生
の教育相談を予定しております。それぞれの学年に応
じての面談となります。３年生は、進路先を決定する

ということが最重要でありますが、学校生活はもちろ
んのこと様々な悩みがあれば話してもらえればと考
えております。１・２年生は、進路についての前向き
な相談や悩み、さらには日常生活での困り感や思って
いることを話せる機会になればと思っています。 
 特に、４月から上磯中学校を支えてくれた３年生に
は、「しっかりと自分に向き合ってくれよ」と心から
エールを贈りたいと思います。 
 終わりになりますが、体調を崩しやすい季節であり
ます。保護者の皆様、地域の皆様におかれましても、
十分に体調管理にお気をつけて、日々をお過ごしくだ
さい。 
 
 
 
 
 
 １１月７日に、本校の教員の授業に関する研修会を
行いました。今年度のテーマが「一人１端末機を活用
する授業づくりを目指して」ということで、端末機の
積極的な活用で授業改善を進めていこうというもの
であります。公開された理科と技術の授業をもとに、
意見交流をし、どのように各教科で生かしていくかを 
研修しました。まだまだ十分ではありませんが、少し
でも日常の授業の中で活用していくことを目指して、
積極的な話し合いが行われました。最後には、渡島教
育局の三笠指導主事から指導・助言をいただきました。 
 これらの授業実践を積み重ね、学校全体で授業改善
を進めていきたいと考えています。そして、少しでも
子どもたちに還元できるように進めてまいります。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

   不安や困りごとはありませんか。北海道教育委
員会では、不登校児童生徒の保護者が悩みを抱え
て孤立せず、適切な情報把握や支援が受けられる
よう各市町教育委員会における相談機関の情報に
つながるよう、「不登校支援ポータルサイト」を設
定しております。詳しくは下記のＱＲコードを活
用してください。 

     掲載ページ    不登校支援ポータルサイト 

 
 
 
 
 
 
  上磯中学校においては、「未然防止」「初期対応」 
 「自立支援」の３つの観点で、できる限りの工夫で
個に応じて取り組んでおります。何かありましたら 

 ご相談ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文部科学省では、子供の読書活動を推進する 
    ため、子供の学び応援サイトに「子供の読書キャ

ンペーン～きみに贈りたい１冊」のページを設定
しております。 
子供の中でも、特に中高生の読書離れの傾向が

見られています。そんな中高生に少しでも読書に
親しめる機会が増えるように、教育、科学技術、
文化、スポーツの各分野でご活躍の方々によるお
すすめの本とメッセージを紹介する読書キャン
ペーンです。 
上記のＱＲコードより、ご活用ください。 
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１１月１１日（土）に「小中連携歌声集会」が

行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上磯小学校６年生と本校の１年生が日頃から取

り組んでいる合唱という活動を通して交流するこ

とができました。 

音楽科の辻先生の指導のもと、まずは体を動か

しながらの発声練習。声の準備ができたあとは、

小学生による嵐の「ふるさと」の歌唱。小学生ら

しい元気のよい声が体育館中に響きわたりまし

た。１年生はお返しとして、学校祭の学年合唱で

歌った「大切なもの」を歌いました。その後、細

かい箇所を辻先生の指導で確認したあと、小中全

員で「大切なもの」を歌いました。中学生の綺麗

な声と、小学生の元気な声が合わさって、素敵な

歌声が響きわたりました。 

上磯小学校６年生の皆さんは、来年度には上磯

中学校の一員になります。そのときは素晴らしい

歌声を一緒に響かせましょう！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇英語暗唱大会 
 渡島大会 最優秀 ３－４ 籾山りみ 
      入 賞 ３－５ 時兼紗英 
          ２－２ 菊池悠平 
 全道大会 １ 位 ３－４ 籾山りみ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○陸上部 

 第54回U16全国陸上競技大会 in愛媛 
３年 中谷 瑠壱 110mYH 予選敗退 
 
 
〇吹奏楽部 
第 29回日本管楽合奏コンテスト全国大会 
優秀賞＆フォトライフ賞 受賞 
 

 
〇合唱部 
第７６回全日本合唱コンクール全国大会 
中学校混声部門 in高松 銀賞  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇バスケットボール部 
道南中学校バスケットボール新人大会 
男子 ２回戦 ７３－２２ 赤川 
   3回戦 ６４－３８ 大中山 
 決勝リーグ ６９－５１ 浜分 
       ７３－４０ 深堀 
       ６６－３１ 青柳・港 
 優   勝  南北海道大会出場 
 最優秀選手賞 梅本 慧悟 
  優秀選手賞 栗山 翔伍 
 
女子 ２回戦 ６９－１３ 北 
   3回戦 ４８－２５ 大中山 
 決勝リーグ ２４－６７ 浜分 
       ３５－５３ 附属 
       ３７―５４ 岳陽・七飯 
 ４   位  南北海道大会出場 
  優秀選手賞 宗山 ほのか 
 
 
 
〇バドミントン部 
 第 40回道南中学生新人バドミントン大会 
 男子ダブルス B 
ベスト８ 工藤聖永・西岡想ペア 
     菅井徠夢・佐藤翔太ペア 

 
 


